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知的障害者が安心して暮らせる入所施設の存続を求める請願

（請願要旨）
知的障害者を２４時間昼夜一貫して支援する入所施設を存続

させてください。
障害程度区分は廃止し、報酬の日額制は月額制に戻してくだ

さい。

（請願理由）
政府は、障害者自立支援法は廃止し、新しく障害者福祉法を

確立すると言明してきました。そして、政府の障がい者制度改
革推進会議や総合福祉部会でも新しい総合福祉法にむけて論議

請願の件名 が進められているのに、しかし、一方では、自立支援法にもと
づく新体系移行促進をはかり、知的障害者の入所施設の存続を
危うくしています。
知的障害者は、障害の軽重を問わず生涯、支援と見守りがな

ければ生きていけません。親亡き後は兄弟姉妹とも同居は困難
で、帰る家も無く、入所施設が第２の家庭となっています。
自立支援法では、新体系移行で、施設での事業を日中活動と

夜間の生活介護の事業に分け、昼夜２４時間一貫した支援事業
ができない仕組みにし、しかも夜間の報酬単価を昼間の３分の
１にし、夜間事業からの撤退を 余儀なくさせようとする極め
てひどい制度で、入所施設の経営を危うくし、ひいては利用者
が入所できなくなる危険さえあります。
また、障害程度区分は、介護保険をモデルに作成され、知的

障害者には不適切と前政府時代から見直しが約束されているの
にも関わらず、反故にされ、新体系移行で、程度区分３以下は、
施設での受けたい支援・サービスが制限されています。
さらに、報酬の日額制は、利用者が異なる日中活動の場を利

用できるから、利点があると言っていますが、一人では判断も
移動もままならない知的障害者が、場所もちがう作業所等をそ
の日に選ぶなど机上の空論です。日額制は施設への報酬収入が
一定せず、日々の事務は煩雑化して支出経費は増え、施設経営
を危うくし、その跳ね返りは、知的障害者が受けることになり
ます。
つきましては、貴議会におかれまして、知的障害者が安心し

て暮らせる入所施設存続のため下記の事項を政府に意見書を提
出して下さるよう請願いたします。

記

１，知的障害者が安心・安全に暮らせる２４時間、昼夜一貫型支
援の入所施設の存続を求めます。

２，障害者を障害程度区分で機械的に振り分け、福祉サービスを
制限する障害程度区分は即時撤廃し、本人に必要な支援・サー
ビスが受けられる支援制度を早急に実施して下さい。

３，障害者自立支援法廃止宣言と矛盾する新体系移行は施設の選
択に任せて下さい。

４，福祉サービスにかかる報酬の日額制は月額制に戻してくださ
い。
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